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条例改正・補正予算など 12議案を可決12議案を可決
　

平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が　

月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
の
4
日
間
の
会
期
で
開

30

12

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部

議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
同
意
案
件
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
第
3
日
目
の　

月
5
日
に
行
わ
れ
、
4
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

12

し
た
。

　

第
4
日
目
は
、
第
1
日
目
に
採
決
し
た
案
件
を
除
く
全
て
の
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
、

各
常
任
委
員
会
の
事
務
調
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
案
の
追
加
上
程
が
あ
り
、
町
長

の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

30

第第第第第第第第第第 4444444444第 4 回回回回回回回回回回回
芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議芳賀町議会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会

定 例 会 の
概 要

変変　

更更

同同　

意意

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

平
成　

年
3
月　

日
付
け
を

31

31

も
っ
て
任
期
満
了
に
な
る
小
宮

隆
子
氏
の
後
任
に
塚
原
康
雄
氏

（
祖
母
井
）を
最
適
任
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
を
議
員
全
員
が

同
意
し
ま
し
た
。

条
例
改

条
例
改
正正

□
芳
賀
町
特
別
会
計
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

芳
賀
町
祖
母
井
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
特
別
会
計
と
し
て
経
理
す

る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

特
別
会
計
を
廃
止
し
、
一
般
会

与
改
定
に
準
じ
て
、
期
末
手
当

の
平
成　

年　

月
期
の
支
給
月

30

12

数
を　

月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

0.05

　

平
成　

年
4
月
か
ら
は
、
こ

31

の
引
き
上
げ
分
を　

月
ず
つ
6

0.025

月
期
と　

月
期
に
割
り
振
る
も

12

の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
芳
賀
町
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成　

年
人
事
院
勧
告
に
伴

30

う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
、
給
料
月
額
を
平
成　
30

年
4
月
に
遡
及
し
、
平
均　

％
0.2

引
き
上
げ
る
も
の
。
勤
勉
手
当

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月

30

12

期
の
支
給
月
数
を　

月
分
引
き

0.05

上
げ
、
平
成　

年
4
月
か
ら
は
、

31

こ
の
引
き
上
げ
分
を　

月
ず
つ

0.025

6
月
期
と　

月
期
に
割
り
振
る

12

も
の
。
ま
た
、
宿
日
直
手
当
に

つ
い
て
も
、　

円
引
き
上
げ
、

200

4
4
0
0
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
こ
ど
も
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

県
内
医
療
機
関
等
受
診
分
に

対
す
る
現
物
給
付
の
対
象
を
中

学
生
ま
で
拡
大
す
る
も
の
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

対
象
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
生

▲塚原康雄氏

計
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

近
隣
自
治
体
の
都
市
計
画
税

の
課
税
状
況
や
現
在
の
社
会
経

済
状
況
を
鑑
み
、
平
成　

年
度

31

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
都
市
計

画
税
の
税
率
を　

分
の　

と
す

100

0.2

る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

平
成　

年
人
事
院
勧
告
に
伴

30

う
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給

□
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

祖
陽
が
丘
団
地
宅
地
造
成
事

業
の
施
行
の
結
果
、
事
業
実
施

後
の
現
況
に
符
合
し
な
い
字
の

区
域
が
生
じ
た
た
め
、
字
の
区

域
の
変
更
を
行
な
う
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）
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条例改正・補正予算など条例改正・補正予算など 12議案を可決
人権擁護委員に塚原康雄氏を推薦

補
正
予

補
正
予
算算

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

30

計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

総
額
に
7
4
0
2
万
7
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
76

4
3
0
2
万
8
千
円
と
す
る
も

の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、
杉

田
貞
一
郎
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

30

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

総
額
に　

万
8
千
円
を
追
加

96

し
、
予
算
総
額
を　

億
5
9
8

19

万
2
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

30

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
の
増

減
は
な
く
、
歳
入
、
歳
出
予
算

を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

30

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

総
額
に
5
8
7
万
6
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額　

億
4
8

76

9
0
万
4
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

も
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
例
か
ら
現
物
給
付
に
関
す

る
条
項
を
附
則
に
お
い
て
削
除

す
る
も
の
。

質
疑　

杉
田
貞
一
郎
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成　

年
人
事
院
勧
告
に
伴

30

う
国
の
特
別
職
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
改
定
に
伴
い
、
議
会

の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て

も
、
平
成　

年　

月
期
の
支
給

30

12

月
数
を　

月
分
引
き
上
げ
る
も

0.05

の
。
平
成　

年
4
月
か
ら
は
、

31

6
月
期
、　

月
期
を
そ
れ
ぞ
れ

12

　

月
に
改
正
す
る
も
の
。

1.675（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

一般会計補正予算（第3号）の主な歳入歳出
歳入

補正額項　　目

707万6千円障害者自立支援給付費負担金
国庫支出金

153万円障害児施設措置費負担金

353万3千円障害者自立支援給付費負担金

県支出金 76万5千円障害児施設措置費負担金

910万円祖母井中央地区整備事業にかかる公共施設管理者負担金

5,085万円前年度繰越金繰越金

歳出
補正額項　　目

111万5千円振興計画の中期基本計画策定にかかる基礎調査業務
総務費

284万円祖陽が丘団地内、光ケーブル増設工事の設計変更による増額

1,842万3千円障害福祉サービスの利用者増加に伴う扶助費民生費

659万4千円祖母井北部地区の配水管布設替工事の負担金衛生費

122万1千円農業用廃プラスチック回収処理事業費補助金
農林水産業費

129万6千円上稲毛田地区の水路改修工事費

990万円祖母井中央地区整備事業に伴う移転補償費

土木費 3,468万円宇都宮ライトレール株式会社への増資

600万円定住促進補助金

105万9千円海洋センターの温水プール熱交換設備修繕工事費教育費
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□
調
査
事
項　

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
運
営
方
法
に
つ
い

て□
調
査
の
目
的　

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
運
営
方
法
を
検

討
す
る
た
め
、
先
進
的
な
実
例
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

民
間
委
託
を
進
め
て
い
る
山
梨
県
北
杜
市
を
視
察
し
、

調
査
研
究
す
る
。

□
行
政
視
察　

山
梨
県
北
杜
市

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉
会会会会会会会会会会
中中中中中中中中中中
のののののののののの
所所所所所所所所所所
管管管管管管管管管管
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
調調調調調調調調調調

議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査査査査査査査査査査査

　

総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
自
主
的
な

調
査
を
行
い
、　

月
議
会
に
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

12

総
務
常
任
委
員
会

□
調
査
事
項　

①
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ（
市
民
性
）教
育

と
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
教
育
に
つ
い
て

　

②
介
護
予
防
に
つ
い
て

□
調
査
の
目
的　

①
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ（
市
民
性
）教

育
へ
の
取
り
組
み
と
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
教

育
の
導
入
に
向
け
、
先
進
的
な
実
例
を
調
査
研
究
す
る
。

　

②
ど
の
よ
う
な
活
動
が
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
の
か
、

先
進
的
な
実
例
を
調
査
研
究
す
る
。

□
行
政
視
察　

①
東
京
都
品
川
区
、
埼
玉
県
富
士
見
市

　

②
N
P
O
法
人
グ
ル
ー
プ
た
す
け
あ
い
エ
プ
ロ
ン

□
調
査
事
項　

遊
水
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

□
調
査
の
目
的　

遊
水
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
整
備
や
誘
客
施
設

と
し
て
の
周
辺
整
備
な
ど
多
様
な
形
を
と
る
施
設
の
整

備
活
用
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
同
様
な
事
例
を
調
査

研
究
す
る
。

□
行
政
視
察　

栃
木
県
栃
木
市
、
神
奈
川
県
横
浜
市

▲栃木市での視察の様子

▲栃木市での視察の様子

▲富士見市での視察の様子

▲品川区での視察の様子

▲北杜市役所前にて

▲北杜市での視察の様子

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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□
調
査
の
意
見
と
提
言　

①
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
運
営

に
は
、
制
作
に
係
る
費
用
の
他
に
各
設
備
の
更
新
費
用

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
光
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
用

年
数
は
概
ね　

年
か
ら　

年
、
放
送
用
の
機
器
類
は　

15

20

10

年
程
度
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
設
置
当
時
の
試
算
で
は

光
ケ
ー
ブ
ル
の
張
替
え
に
4
億
程
度
の
費
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
設
備
の
更
新
を
含
め

た
全
て
の
運
営
を
民
間
に
移
管
し
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

放
送
を
行
う
こ
と
に
よ
る
経
費
削
減
の
効
果
は
考
え
ら

れ
る
の
で
、
手
法
等
に
つ
い
て
の
検
討
、
研
究
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

②
番
組
の
放
送
に
つ
い
て
は
町
民
と
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
放
送
ス
タ
イ
ル
は
好
評
で
あ
り

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
事
は
高
く
評

価
す
る
も
の
で
、
今
後
と
も
現
在
の
運
営
方
法
を
継
続

し
た
中
で
、
指
定
管
理
者
制
度
等
に
よ
る
運
営
を
実
施

さ
れ
た
い
。

□
委
員　

大
島
浩
、
大
根
田
弘
、
石
川
保
、
北
條
勲

□
調
査
の
意
見
と
提
言　

①
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は

公
的
・
社
会
的
・
経
済
的
分
野
で
の
活
用
に
必
要
な「
知

識
」、
社
会
の
中
で
他
者
と
協
働
し
能
動
的
に
関
わ
り
を

持
つ
た
め
に
必
要
な「
意
識
」、
多
様
な
価
値
観
で
構
成
さ

れ
る
社
会
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な「
ス
キ
ル
」を
醸
成

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
国
や
本
町
の
教
育
に
欠
け
て

い
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
教
育
は
公
務
支
援
・
学
習
支
援
の
分
野
で
各
行
政
に
お

い
て
、
教
育
現
場
の
課
題
で
あ
る
業
務
の
負
荷
増
大
と
教

育
効
果
の
低
下
の
打
開
策
と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
両
教
育
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
本
町
の
将

来
世
代
の
人
材
育
成
を
図
ら
れ
た
い
。

②
介
護
保
険
制
度
は
平
成　

年
に
創
設
さ
れ　

年
近
く

12

18

経
ち
、
必
要
と
す
る
多
く
の
高
齢
者
に
活
用
さ
れ
、
定
着

し
て
き
た
。
本
町
に
お
い
て
の
高
齢
化
率
は
全
国
を
上
回

る　

％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
保
険
料
の

30
高
騰
と
介
護
人
材
の
確
保
が
あ
る
。

　

町
で
の「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
深
化
・
推
進
に
向

け
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
や
福
祉
を
担

う
N
P
O
法
人
設
立
の
機
運
を
醸
成
す
る
施
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

□
委
員　

水
沼
孝
夫
、
岡
田
年
弘
、
小
林
隆
志
、

　
　
　
　

岩
村
治
雄
、
増
渕
さ
つ
き

□
調
査
の
意
見
と
提
言　

渡
良
瀬
遊
水
地
と
和
泉
遊
水

地
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
の
遊
水
地
に
お
い
て
も
洪

水
か
ら
守
る
治
水
機
能
だ
け
で
な
く
、
遊
水
地
を
活
か

し
た
町
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
方
策
を
策
定
し
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
河
川
管
理
者
か
ら
町
が
占
用
許

可
を
得
れ
ば
、
更
に
有
効
活
用
が
可
能
と
推
測
さ
れ
る

の
で
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
や
各
団
体
な
ど
の
意

見
を
反
映
し
、
遊
水
地
を
活
か
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
早
急
に
策
定
さ
れ
た
い
。

□
委
員　

小
林
信
二
、
小
林
俊
夫
、
杉
田
貞
一
郎
、

　
　
　
　

小
林
一
男
、
大
根
田
周
平

▲横浜市での視察の様子

▲栃木市渡良瀬遊水地内施設前にて

▲コミュニティCafe花の丘（エプロンの施設）前にて

▲エプロンでの視察の様子

▲指定管理業者の宇都宮ケーブルテレビ

▲芳賀チャンネル撮影の様子

※
各
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
務

総
務
常
任
委
員
会
…
総
務
課
・
企
画
課
・
税
務
課
・

会
計
課
・
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
・
選
挙
管
理
委

員
会
に
関
す
る
事
務

教
育
民
生
常
任
委
員
会
…
住
民
課
・
福
祉
対
策
課
・

健
康
増
進
課
・
環
境
対
策
課
・
こ
ど
も
育
成
課
・
生

涯
学
習
課
に
関
す
る
事
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
…
農
政
課
・
商
工
観
光
課
・

建
設
課
・
都
市
計
画
課
に
関
す
る
事
務
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
４人の議員が一般質問４人の議員が一般質問

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

一般質問とは
〈次回の定例会は3月4日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －
会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

　第3日目に一般質問が行われ、4人の議員が町政について質問しました。

北條　勲 議員（7ページ）
１　以前の回答について詳細を伺う
２　NIE教育について
３　スクールバスの混乗化について

大島　浩 議員（8ページ）
１　生涯学習センター水橋分館の改修について

水沼　孝夫 議員（9ページ）
１　行政の人口減少・少子化対策不足による町の未来崩壊について

増渕　さつき 議員（10ページ）
１　認知症対策の推進について
２　子育ての充実について
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

北條　勲　議員

答
弁
で
検
討
し
ま
す
。
そ
の
後
の
結
果
に
つ
い
て

①　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
は
。

②　

町
民
の
歌
の
放
映
は
。

③　

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
は
。

④　

学
校
の
全
ト
イ
レ
の

洋
式
化
は
。

⑤　

お
盆
中
の
学
校
閉
庁

は
。

⑥　

選
挙
の
投
票
時
間
の

短
縮
は
。

町
長

①　

来
年
度
以
降
利

用
し
や
す
い
よ
う
改
修
し

ま
す
。

②　

芳
賀
タ
ウ
ン
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
背
景

音
楽
を
流
し
て
い
ま
す
。

問答

③　

当
面
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ

実
施
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

教
育
長　

④　

学
校
か
ら
洋
式
化
へ

の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
完
了
し
た
と
の
認
識
で

す
。ま
た
、災
害
時
に
は
簡

易
ト
イ
レ
で
対
応
し
ま
す
。

⑤　

8
月　

日
か
ら　

日

13

16

ま
で
の
4
日
間
を
閉
庁
し

ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
長

⑥　

選
挙
管
理
委
員
会
や

自
治
会
連
合
会
で
も
協
議

を
し
ま
し
た
が
、
結
論
は

で
て
い
ま
せ
ん
。
慎
重
に

考
え
ま
す
。

今
後
は
検
討
し
ま
す

と
答
弁
を
し
た
場
合

の
報
告
は
。

総
務
課
長　

質
問
を

し
た
議
員
に
は
、
庁

議
で
協
議
を
し
た
結
果
を

連
絡
し
ま
す
。

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
化
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
住

民
が
児
童
と
一
緒
に

乗
れ
る
制
度
で
あ
る
。
登

校
時
だ
け
で
も
芳
賀
北
と

南
小
学
校
の
バ
ス
は
空
車

で
祖
母
井
に
戻
る
の
で
、

住
民
を
乗
せ
れ
ば
、
役

場
・
買
い
物
・
病
院
な
ど

に
も
行
け
ま
す
。
実
施
で

き
な
い
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

混
乗
化
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
は
、
公
共
交

通
の
空
白
地
域
が
あ
り
住

民
の
移
動
手
段
が
確
保
で

き
な
い
理
由
か
ら
で
す
。

当
町
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通

で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で

現
時
点
で
混
乗
化
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

間
合
い
利
用
と
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
登

下
校
時
間
帯
以
外
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
化
し
て

町
民
に
交
通
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

L
R
T
は
3
年
半
後
に
開

通
す
る
計
画
だ
が
、
芳
賀

工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
バ
ス
会
社
で
も
、
登

下
校
以
外
の
時
間
を
営
業

で
き
れ
ば
、
運
転
手
や
車

両
の
効
率
も
良
く
な
り
ま

す
。
特
に
収
入
が
な
い
学

生
に
は
経
費
節
減
に
な
る

が
、
い
か
が
か
。

答

都
市
計
画
課
長　

L

R
T
に
向
け
て
公
共

交
通
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

民
間
の
バ
ス
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
い
か
に
乗

り
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

か
を
第
一
に
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
次
に
、
デ
マ
ン

ド
交
通
や
間
合
い
利
用
も

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

答 問

答

問

N
I
E
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
で
新
聞
を

教
材
と
し
て
利
用
す

る
学
習
活
動
は
。

問

教
育
長　

当
町
で
も

夏
休
み
に
総
合
情
報

館
や
町
民
会
館
で
地
元
新

聞
社
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

答

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
学
校
教
育
に

お
い
て
新
聞
の
活
用
を
促

し
ま
す
。
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大島　浩　議員

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
水
橋
分
館
の
改
修
に
つ
い
て

水
橋
分
館
の
改
修
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

①
水
橋
分
館

の
整
備
方
針
に
つ
い

て
は
、
水
橋
地
区
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
快
適
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施

設
の
改
修
工
事
を
適
切
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
建
築
か
ら　
40

年
余
り
が
経
過
し
、
ご
指

摘
の
と
お
り
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
修
繕
が
必
要
な

箇
所
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
規
模

な
改
修
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

災
害
時
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
避
難
時
に
優
先
さ
れ

る
部
分
の
改
修
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

②
水
橋
分
館
は
、
防
災

上
重
要
な
町
有
建
築
物
で

あ
り
指
定
避
難
所
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
し
て
い
ま

す
。
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
発
生

し
た
災
害
状
況
に
対
応
で

き
る
適
切
な
施
設
を
慎
重

に
判
断
し
て
、
そ
の
都
度

避
難
所
指
定
を
し
て
い
ま

す
。
水
橋
分
館
に
限
ら
ず
、

公
共
施
設
は
避
難
場
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

平
常
時
よ
り
衛
生
面
に
は

万
全
の
注
意
を
払
っ
て
施

設
管
理
を
行
い
、
さ
ら
に
、

災
害
発
生
時
に
は
、
芳
賀

町
地
域
防
災
計
画
に
従
っ

て
衛
生
面
を
確
保
し
、
飲

料
水
や
食
料
を
確
保
し
ま

す
。

町
の
総
合
検
診
は
、

水
橋
分
館
を
拠
点
に

し
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
利

用
度
が
あ
る
の
か
伺
う
。

健
康
増
進
課
長　

総

合
検
診
で
は
6
月
と

9
月
と　

月
、
そ
れ
ぞ
れ

10

2
日
ず
つ
、
年
計
6
回
総

合
検
診
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
例
年
で
す
と
、
9

0
0
人
を
超
え
る
受
診
者

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

水
橋
分
館
は
、
避
難

所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
老
朽
化
が
激

し
い
た
め
建
て
替
え
も
含

め
て
整
備
の
検
討
時
期
な

ど
を
伺
う
。

町
長　

平
成　

年
度

31

に
中
期
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
そ
の
中
で
振

興
計
画
に
織
り
込
ん
で
検

討
に
入
る
予
定
で
す
。

問答

問答

問答

▲水橋分館アコーディオン式扉のトイレ

▲水橋分館

　

水
橋
分
館
は
生
涯
学
習

の
拠
点
、
避
難
所
で
あ
り
、

生
涯
学
習
の
拠
点
だ
け
で

は
な
く
、
中
期
計
画
の
中

で
よ
り
具
体
的
な
方
向
性

を
示
す
時
期
に
来
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

水沼　孝夫　議員

行
政
の
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
不
足
に
よ
る
町
の
未
来
崩
壊
に
つ
い
て

国
の
地
域
別
将
来
推

計
人
口
に
よ
る
と
芳

賀
町
の
人
口
は
2
0
4
5

年
、　

年
後
に
現
在
の
1

26

万
5
0
0
0
人
か
ら
6
6

0
7
人
減
っ
て
9
1
2
2

人
に
な
り
、
約　

％
も
人

40

口
が
減
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
5
年
前
の
前
回
調

査
よ
り
さ
ら
に
減
少
率
が

悪
化
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
ず
れ
か
の
時
点

で
町
の
未
来
崩
壊
に
つ
な

が
る
。
少
子
化
・
出
生
率

の
改
善
、
社
会
保
障
費
の

将
来
負
担
、
町
の
将
来
像

問

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

人
口
推
計
に

対
す
る
詳
し
い
考
察

を
今
年
度
中
に
進
め
る
予

定
で
す
。
合
計
特
殊
出
生

率
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な

回
復
傾
向
に
あ
り
、
国
・

県
の
総
合
戦
略
と
一
体
と

な
っ
て
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
社
会
保
障
費
は

国
保
、
介
護
保
険
の
財
源

が
逼
迫
す
る
な
ど
上
昇
し
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
り
町
の
財
政
構
造
に
大

き
な
影
響
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
将
来
像
に
つ
い
て
は
、

次
期
4
年
間
の
中
期
計
画

を
平
成　

年
度
に
策
定
し

31

ま
す
。
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

今
後
と
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
。大

阪
の
守
口
市
で
は

0
歳
児
か
ら
5
歳
児

の
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の

利
用
者
負
担
を
親
の
所
得

に
関
係
な
く
無
償
に
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
結

果
1
年
で
子
供
が
1
2
8

人
増
え
て
、　

代
の
男
女

20

が
3
6
3
人
も
増
え
た
。

芳
賀
町
で
は
こ
う
い
っ
た

思
い
切
っ
た
政
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
L
R
T
は

造
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
L
R
T
を
活
用
し
て
ど

う
い
う
町
づ
く
り
を
す
る

か
が
問
題
で
あ
る
が
い
か

が
か
。企

画
課
長　

L
R
T

事
業
、
祖
陽
が
丘
、

土
地
改
良
の
推
進
が
独
自

性
の
あ
る
事
業
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
L
R
T
の
活

用
は
十
分
認
識
し
て
い
る

が
現
時
点
で
は
全
庁
的
な

協
議
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

来
年
以
降
L
R
T
の
活
用

も
含
め
広
い
視
野
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

子
供
の
出
生
数
と
し

て
7
、
8
年
前
に
は

1
5
0
人
ほ
ど
い
た
も
の

が
1
0
0
人
ま
で
減
っ
て

き
た
。
こ
の
先　

人
以
下

50

に
な
る
予
測
が
さ
れ
て
い

る
。
今
や
っ
て
い
る
政
策

で
少
子
化
は
止
め
ら
れ
る

か
。　

企
画
課
長　

実
際
に

改
善
す
る
か
と
い
う

と
国
の
施
策
に
沿
っ
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
自
治

体
に
よ
っ
て
差
が
出
ま
す
。

国
の
施
策
に
沿
っ
て
実
施

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

正
し
い
と
思
っ
て
進
め
て

い
ま
す
。

人
口
が
減
っ

て
い
く
と
い

う
事
は
働
く
人
も
い
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
2

0
3
0
年
、　

年
後
に
は

11

従
属
人
口
と
生
産
年
齢
人

口
が
一
緒
に
な
り
1
人
で

1
人
を
支
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
な
る
。
町

内
の
商
業
も
工
業
も
農
業

も
み
ん
な
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。
今
、
何
を
す
べ
き
か

自
ず
と
結
論
は
出
て
く
る
。

ま
ず
は
社
会
増
を
増
や
し

て
い
く
土
地
政
策
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

芳
賀
町
が
1
万
人
を

割
っ
て
9
0
0
0
人
に

減
っ
て
い
く
こ
ん
な
状
態
、

未
来
崩
壊
を
本
当
に
町
民

は
受
け
入
れ
る
の
か
、
そ

ん
な
こ
と
は
行
政
と
し
て

や
っ
て
は
い
け
な
い
。
早

急
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

答

問

答

答最
後
に

問
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増渕　さつき　議員

町
の
認
知
症
高
齢
者
対
策
は
？

ど
う
増
や
す
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

国
の
推
計
に
よ
る
と
、

認
知
症
高
齢
者
は
2

0
1
2
年
の
4
6
2
万
人

か
ら
、
2
0
2
5
年
に
は

約
7
0
0
万
人
に
増
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
公

表
さ
れ
た
県
内
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
数
で
は
、

芳
賀
町
が
7
0
2
人
、
人

口
比　

％
、
下
位
に
位
置

4.4

し
て
い
る
。
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
理
解
者
を
増

や
す
た
め
の
施
策
を
お
聞

き
す
る
。

町
長　

サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
数
は
平
成　

年
22

度
か
ら
着
実
に
増
え
て
お

り
、
こ
の
半
年
間
で
1
5

問

8
人
増
え
、
8
6
0
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
32

年
度
ま
で
に
サ
ポ
ー
タ
ー

数
1
0
0
0
人
の
目
標
達

成
の
た
め
、

①
み
ま
ネ
ッ
ト
協
力
事
業

所　

社
に
、
養
成
講
座
開

44
催
の
依
頼

②
認
知
症
へ
の
理
解
を
促

す
「
R
U
N
伴
」
の
来
年

度
開
催
時
や
二
～
三
年
に

一
度
、
新
規
採
用
の
町
職

員
を
中
心
に
養
成
講
座
を

開
催

③
毎
年
中
学
二
年
生
又
は

一
年
生
を
対
象
に
養
成
講

座
を
開
催
す
る
よ
う
教
育

委
員
会
を
通
し
て
依
頼

答

▲RUN伴栃木　芳賀町で開催

一 般 質 問

④
引
き
続
き
各
種
団
体
や

生
き
が
い
サ
ロ
ン
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
、
行
政
区
な
ど

で
も
開
催
を
依
頼
し
て
い

き
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
が

徘
徊
中
に
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
の
賠
償
責
任

保
険
へ
の
加
入
支
援
事
業

の
導
入
は
ど
う
か
。

町
長　

町
と
し
て
は
、

当
面
、
保
険
の
案
内

の
み
と
し
、
近
隣
市
町
の

状
況
も
見
守
り
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
に

　

い
つ
ま
で
も
待
機
児
童
「
な
し
」
は
続
き
ま
す
か
？

子
育
て
と
仕
事
の
両

立
の
た
め
保
育
施
設

が
あ
る
。
芳
賀
町
の
待
機

児
童
は
い
な
い
よ
う
だ
が
、

今
後
、「
祖
陽
が
丘
」
な
ど

へ
の
子
育
て
世
代
の
転
入

者
が
増
加
し
た
場
合
の
対

応
を
お
聞
き
す
る
。

教
育
長　

町
で
は
、

芳
賀
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
き
、「
子
育
て
を
皆
で

支
え
あ
う
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
町
内
の

保
育
施
設
と
の
連
携
や
、

近
隣
の
市
町
と
の
入
所
協

議
に
よ
り
、
転
入
さ
れ
る

お
子
様
が
保
育
施
設
に
入

所
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

保
育
園
に
入
園
で
き

な
い
子
ど
も
を
保
育

す
る
「
保
育
マ
マ
」
制
度

（
家
庭
的
保
育
事
業
）導
入

に
つ
い
て
、
町
の
考
え

は
？

教
育
長　

待
機
児
童

へ
の
対
応
や
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
の
観
点
か

ら
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
町
と
し
て
の
待

機
児
童
は
お
り
ま
せ
ん
の

で
現
時
点
で
は
取
り
組
む

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

▲芳賀町立祖母井保育園

芳
賀
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
と
利
用
状
況
、

そ
し
て
今
後
の
展
開
は
？

こ
ど
も
育
成
課
長　

ま
か
せ
て
会
員
9
名
、

お
ね
が
い
会
員　

名
、
ど

16

ち
ら
も
会
員
5
名
、
計　
30

名
で
運
営
し
て
お
り
、　
29

年
度
は
、
合
計　

回
の
利

92

用
が
あ
り
ま
し
た
。
受
け

手
の
会
員
が
少
な
く
要
望

に
受
け
き
れ
て
い
な
い
現

状
に
あ
る
た
め
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

地
域
で
援
助
し
て
い
く
体

制
に
つ
い
て
庁
内
の
各
課

や
福
祉
、
保
健
部
門
の
関

係
団
体
と
も
連
携
の
上
、

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問答

問答

問答
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月
9
日
、
真
岡
市
青
年
女
性
会

11
館
で
芳
賀
郡
市
町
議
会
議
員
自
治
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
防
災
・
危
機
管
理
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武
彦
氏
で
、「
大

地
震
！
そ
の
時
ど
う
す
る
～
今
日
か

ら
取
り
組
む
防
災
対
策
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

研
修
報

研
修
報
告告

芳
賀
郡
市
町
議
会
議
員

自
治
研
修
会

　
　

月　

日
、県
自
治
会
館
で
栃
木

11

27

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
は
、山
梨
学
院
大
学
大
学
院

研
究
科
長
法
学
部
教
授
の
江
藤
俊
昭

氏
と
首
都
大
学
東
京
教
授
の
山
下
祐

介
氏
で
、江
藤
氏
か
ら「
議
会
改
革
の

新
た
な
動
向
と
課
題
」、「
住
民
自
治
の

根
幹
と
し
て
の
議
会
を
作
動
さ
せ
る
」、

山
下
氏
か
ら「
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

栃
木
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会

　
　

月　

日
、
道
の
駅
は
が
で
自
治

12

13

会
長
と
議
員
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式

会
社
常
務
取
締
役
の
中
尾
正
俊
氏
か

ら
「
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
き
、

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
つ
い
て
の

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

自
治
会
長
と
議
員
の

懇
談
会
を
開
催

　
　

月　

日
、
役
場
大
会
議
室
で
農

12

21

業
委
員
会
と
議
員
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
町
か
ら
農
業
委

員
会
の
新
た
な
仕
組
み
と
役
割
、
こ

れ
か
ら
の
町
の
農
業
政
策
等
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
農
業
委
員

か
ら
は
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見

が
、
議
員
か
ら
は
活
発
な
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
と
議
員
の

懇
談
会
を
開
催

　

1
月　

日
、
芳
賀
郡
4
町
の
正
副

17

議
長
、
常
任
委
員
長
で
構
成
さ
れ
る

芳
賀
北
部
広
域
行
政
推
進
協
議
会
研

修
会
が
、
茨
城
県
行
方
市
の
「
な
め

が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
廃

校
の
有
効
活
用
と
し
て
、
さ
つ
ま
い

も
を
メ
イ
ン
と
し
た
加
工
工
場
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
が
集
ま
る
施
設
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

芳
賀
北
部
広
域
行
政

推
進
協
議
会
研
修
会
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千
葉
県
東
庄
町
議
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
来
町

群
馬
県
吉
岡
町
議
会

総
務
常
任
委
員
会
来
町

千
葉
県
芝
山
町
・
多
古
町
議
会

連
絡
協
議
会
来
町

埼
玉
県
川
島
町
議
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会
来
町

　

5
月　

日
、
千
葉
県
東
庄
町
議
会
文
教

14

福
祉
常
任
委
員
会
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
健

康
福
祉
課
、
議
会
事
務
局
の
9
人
が
「
廃

校
活
用
状
況
に
つ
い
て
」
の
調
査
の
た
め

来
町
し
、
芳
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
石
川

保
議
長
、
大
島
浩
総
務
常
任
委
員
長
が
出

席
し
、
総
務
課
管
財
係
の
担
当
職
員
が
芳

賀
町
の
廃
校
活
用
状
況
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

7
月
3
日
、
群
馬
県
吉
岡
町
議
会
総
務

常
任
委
員
会
、
議
長
、
総
務
政
策
課
、
議

会
事
務
局
の
8
人
が
「
デ
マ
ン
ド
交
通
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
」
の
調
査
の
た
め
来

町
し
、
ひ
ば
り
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
石
川
保
議

長
、
小
林
俊
夫
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副

委
員
長
が
出
席
し
、
都
市
計
画
課
公
共
交

通
係
の
担
当
職
員
が
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

ひ
ば
り
の
運
行
方
法
、
利
用
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
　

月
3
日
、
千
葉
県
芝
山
町
議
会
・
多

10
古
町
議
会
連
絡
協
議
会
、
両
町
議
会
事
務

局
の　

人
が
「
L
R
T
事
業
導
入
経
緯
に

26

つ
い
て
」
の
調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
石
川
保
議
長
、
見
目
匡
町
長
、

小
林
俊
夫
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員

長
が
出
席
し
、
都
市
計
画
課
公
共
交
通
係

の
担
当
職
員
が
L
R
T
事
業
、
芳
賀
町
・

宇
都
宮
に
お
け
る
交
通
の
現
状
な
ど
L
R

T
事
業
導
入
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　
　

月　

日
、
埼
玉
県
川
島
町
議
会
経
済

10

19

建
設
常
任
委
員
会
、
議
長
、
副
議
長
の
7

人
が
「
L
R
T
事
業
の
経
緯
、
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
」
の
調
査
の
た
め
来
町
し
ま

し
た
。
都
市
計
画
課
公
共
交
通
係
の
担
当

職
員
が
L
R
T
事
業
導
入
の
経
緯
、
今
後

の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

視
察
来

視
察
来
訪訪
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綱川　琴絵さん
（給部）

和久　晋太郎さん
（西水沼）

豊田　理桜さん
（下延生）

化性活を町賀芳で力の者若
　私は、これまでずっと芳賀町に住み無事に成人を迎えることができたのは、家族、そしてあた
たかく見守ってくださいました地域の皆様の力があったからです。この場をおかりして感謝を申
し上げます。
　芳賀町の人口は年 減々少し、高齢化率は約30％であると聞きました。人口が減少し、若者も
減っている状況は芳賀町の将来にとって不利なことだと思います。そこで、例えば“私たち若者
を主体とするチームで新しいイベントを企画し運営する”のような地域おこしができればと思い
ます。若者が町のイベントに携わることで町への愛郷心が芽生え、また芳賀町に戻ってきてくれ
ると考えます。そして、若者がイベントに携わることで若者目線のイベントができ、町外からの人
も集まってきて、町がさらに活性化することを望みます。だから、そのような企画をぜひ検討して
いただきたいです。
　私たちをすくすく育ててくださった芳賀町に今度は私たちがお返しする番だと思います。後
世の子供たちにこの素晴らしい芳賀町を残せるよう、町が一体となって考えていく必要があると
私は感じています。

町賀芳のらかれこ
　私は大学進学までの18年間を芳賀町で過ごしました。約2年間芳賀町を離れたこと

で、改めて気づくことがありました。

　芳賀町は美味しい果物や野菜が育つ、自然豊かで心落ち着く土地です。 その一方

で町内には文化的・娯楽施設が少なく、気軽に様々な体験をすることが難しいと感じ

ます。実際、遊びや習い事のために時間をかけて町外へ行く人は多いのではないで

しょうか。今後はLRTの開通によって、町内外への移動が便利になります。同時に町

内施設を充実させることで長距離移動が負担となる高齢者の楽しみが増える、若い層

が町に留まるなどの効果があり、より活気のある町になるのではないかと思います。

　長い間支えてきてくれた家族や友人が住んでいる愛着のある芳賀町が、さらに住み

やすく魅力的な町になることを願っています。

町賀芳・先省帰の慢自
　社会に生きる人びとを取り囲む現実は、生々 しく、渾沌としている。

　宮城県仙台市の大学に通う私は、サークルに所属しボランティア活動を行っています。東日

本大震災を中心に、熊本地震や西日本豪雨の支援を行う中で多くの地域住民の方 に々出会

いました。仮設住宅の自治会長や輪の中心にいる住民の方 は々、優しく・強く、生き生きとしてい

ました。しかし、一方でその方達の生活は困難な状況にありました。固より存在した経済的、福

祉的そしてご家族の問題が顕在化し、復興への見通しが立たない方も多くいたのです。私は、

その元気なお姿と息苦しい環境との間にギャップを感じ、現実を突き付けられたように感じました。

　私の生まれ育った芳賀町。この芳賀町ではどれほどの社会課題が潜み、人を、町を悩ませ

ているのでしょうか。町民それぞれが自らの生活に努め、周りもそれをサポートするような雰囲

気・仕組みがより整った、自慢の芳賀町にまた帰省したいです。

聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと
新成人に聞きました
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議会日誌
１１月
　６日・芳賀北部広域行政推進協議会要望活動
　９日・芳賀郡市町議会議員自治研修会
　　　・総務常任委員会
　　　・産業建設常任委員会
　１１日・町民祭
　　　・赤羽有紀子ロード梨の里マラソン大会
　１２日・教育民生常任委員会
　１７日・芳賀町消防団通常点検
　２０日・例月現金出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２１日・町村議会議長全国大会
　２２日・芳賀郡市町議会議長会定例会
　２５日・町剣道大会
　２６日・議会運営委員会
　　　・議員全員協議会
　２７日・町村議会議員研修会
　３０日・商工会と芳賀町工業団地連絡協議会との交流会

１２月
　２日・HAGAグルミネーション２０１８
　３日・第４回芳賀町議会定例会（～６日）
　　　・議会広報常任委員会
　８日・人権のつどい・生涯学習講演会
　１３日・自治会長との懇談会
　１４日・芳賀地区広域行政事務組合出納検査
　１６日・はが路ふれあいマラソン
　２０日・例月現金出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２１日・農業委員会との懇談会
　２５日・芳賀地区広域行政事務組合議会定例会
　２６日・町国民健康保険運営協議会

１月
　５日・消防団新年懇談会
　９日・新春賀詞交歓会
　１１日・都市計画審議会
　１３日・成人式
　１６日・町国民健康保険運営協議会
　１７日・芳賀北部広域行政推進協議会研修会
　　　・議会広報常任委員会
　１８日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　　　・芳賀町工業団地連絡協議会賀詞交換会
　２２日・例月現金出納検査
　２５日・芳賀郡市監査委員研修会　
　　　・議会広報常任委員会　
　２９日・町農業振興対策推進協議会

編
集
室

　

平
成
も
残
り
数
カ
月
と
な
り
、
振
り

返
れ
ば
自
然
災
害
の
多
い
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代
の
よ
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に
思
え
ま
す
。
今
で
も
災
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の
復

興
が
進
ま
ず
、
元
の
生
活
が
取
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戻

せ
な
い
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が
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山
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ま
す
。
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で
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ご
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。

　

今
年
は
、
2
月
に
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賀
町
東
部
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宅
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地
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陽
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譲
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ま
す
。
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賀
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開
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と
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ば
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ま
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し
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。
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R
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路
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工
事
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が
高
ま
り
ま
す
。
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て
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す
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ま
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す
。
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北
條　
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検 索芳賀町議会

議会だよりは
ホームページでも
公開しています

　本会議の会議録をはじ
め、議会情報も随時お知
らせしています。
　掲載しきれなかった一
般質問は、会議録で見ら
れます。アクセスしてみ
てください。

スマホや
タブレット
でも！

▲どんど小屋（東水沼）


